
 

動物実験等の実施に関する状況 

 

■年度ごとに使用・飼養した実験動物の種類と概数 

動物種 
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

使用数 飼養数 使用数 飼養数 使用数 飼養数 使用数 飼養数 使用数 飼養数 

マウス 12,076 1,334 12,835 3,476 13,456 3,017 14,122 3,691 10,264 3,913 

ラット 1,551 8 1,577 140 2,291 154 1,686 146 1,775 148 

ハムスター 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

モルモット 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ブタ 54 0 34 0 45 0 29 1 19 1 

ネコ 28 14 14 11 17 15 18 13 8 8 

イヌ 1 5 1 4 0 4 4 0 0 0 

ウサギ 0 0 0 0 3 0 22 2 38 5 

サル 0 2 0 2 0 2 2 0 0 0 

ヤギ 0 0 3 2 5 5 12 3 12 3 

ウズラ 0 0 8 0 4 0 0 0 0 0 

（2024年 3月 31日 現在） 

 

■年度ごとの承認された動物実験計画数 

動物実験計画数 
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

159件 153件 137件 131件 134件 

 

■年度ごとの動物実験に関する教育訓練の受講者数 

教育訓練受講者数 
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

202人 225人 251人 268人 280人 

2023年度実施内容 

 1.動物実験に関する社会情勢 

2.動物実験に関する法令等及び本学の諸規定等に関する事項 

3.動物実験をするための手順 

4.動物実験計画書を書く際に配慮頂きたい事項 

5.飼養保管および安全に関する情報 

6.連絡事項 

（e-ラーニングによる講習６０分 講師：実験動物管理者 伊藤 拓哉） 

 

■実験動物飼養保管施設 

動物実験施設 ４施設 

（ Asahidake（A棟）、Kurodake（K棟）、Dog Farm（D棟）、放射性同位元素研究施設 ） 


